
事 業 評 価 表

作成日：平成21年05月11日事業CD. 0104101 - 03000

事 業 名 母子保健事業

細事業名

関連法令・条例等 母子保健法

事業分類： (Ｂ) ソフト事業

事 業 運 営 方 法 直 営 一 部 委 託 全 部 委 託 補 助 等

委 託 先

民間 外郭団体 ＮＰＯ 教育機関 自治会・地縁団体

その他 （ 妊婦健康診査ー各契約医療機関
）

（平成 年度迄）

所 管 部 署 名 等

福 祉 部

健 康 課

疋田担当：141

京 都 府 南 丹 市

政策体系CD：

新規事業 時限事業

事業区分

（平成20年度実施事業）

【 事 業 の 概 要 】

①施策で目指す目標との関連付け

　安心して子育てできるまちづくりをめざす。

 

②事業を実施する必要性

  妊婦の健康づくりを推進し、乳幼児から正しい生活習慣を身につけ、保護者が安心して子育

てが出来るよう支援が必要であるため。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③

未実施事項

　特に無い

④他にも効果が見込める施策があるか

　第4章５　未来を担う人づくりを進める。子育て支援課の実施する子育て広場等母子に関す

る事業や保育所や幼稚園とも連携、協力しながら安心して子育てしていける環境を整備してい

く。

【 前年度の評価を受けて改善した点等 】

　各乳幼児健診は、Ｈ19年度まで、合併前と同じく旧町毎に各保健センターで1回/２～３か月

実施していた。出生数が減る中で、各旧町毎に実施することは困難で、何ヵ月かに1回の実施で

は子供の早期発見、早期支援につなげるため、健診間隔の保障と専門的な支援が求められた。

　そこで20年度からは、乳児前期、同後期、1歳8ヵ月児各健診、2歳児相談を、園部会場で1回

／月　美山会場で1回/２～4ヵ月に実施、3歳児健診は園部会場で1回／月実施した。各健診心理

職の確保等に努めた。

【 事  業  費  の  推  移 】

【 主 な 支 出 の 内 訳 】

乳幼児健康診査　　　 　6,455千円(報償費　賃金　消耗品　役務費）

妊婦健康診査　　　 　　4,286千円（委託料）

母親教室　　　　　　　　　80千円(報償費）
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決 算 額 ま た は 計 画 額

う ち 一 般 職 、 嘱 託 職、 臨時 職

給 与 お よ び 共 済 費 等

財

源

内
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地 方 債
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職 員 等 従 事 人 員

人 件 費

事 業 費 総 額

【 近隣市町村の取り組み状況 】

　京丹波町、亀岡市でも、妊婦健康診査、母親教室、訪問、各乳幼児健診については、同様実

施している。

【 所 属 長 総 括 評 価 】

①広域な市内のサービス低下を招かないよう、又内容の充実をはかることを担当者と協議し

　た。

②安心して子育てできる支援を個別又は集団でそれぞれの状況に応じた支援を展開した。又、

　健診未受診者には再度受診勧奨や専門職による訪問等を行い、南丹市の母子全員に何らかの

　接点がもてるようにしている。

③母親教室の参加者増をはかる。乳幼児健診の時間内終了にむけて時間配分等の検討を行う。

単位 平18決算 平19決算 平20決算 平21予算 平22計画
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事　業　活　動　記　録

事業ＣＤ．

政策体系ＣＤ

活動内容

　

妊婦の健康管理の充実と経済的負担の軽減ー安心して妊

娠、出産ができる体制づくりのため公費負担制度の拡大

Ｈ２０．７月末までー２回

Ｈ２０．８月～　　　ー５回

母子保健事業

活動結果

疋田ミツル

妊婦の健康管理の充実を図り、地域での交流を深め子育

てにしやすい環境づくりを整える

妊娠中の栄養　マタニティヨガ　参加者交流

○乳児前期健診、乳児後

期健診、１歳８ヵ月児健

診、２歳児相談

園部会場(毎月実施）

美山会場（乳児前後検

診ー隔月）

妊婦訪問ー希望者に実

施

乳児訪問ー４ヵ月までに

全数訪問目標

幼児訪問ー希望者に実

施

受診率ー各健診95～99％

妊新届ー223件妊娠届出をした者に母子

健康手帳を配布し、妊婦

健康診査公費負担受診

券の配布を行なう。

４回/年 母親教室参加者ー延べ５１人

妊婦訪問数ー７件

新生児・乳児訪問数ー274件

幼児訪問数ー103件

所管部局 福祉部

活動日または時期

南丹市の子供のすこやかな成長のため,健康診査等を実

施し、乳幼児の健康の保持増進を図る。

①身体、運動機能、視聴覚等の疾患や障害、精神発達障

害等の早期発見、指導、進行の防止

②生活習慣の自立への助言

③う歯の予防・早期治療の勧奨

④「食育」のための栄養指導

⑤育児不安への対応

⑥虐待の予防・早期発見、早期対応

乳児前期健診、乳児後期健診、１歳８ヵ月児健診、３歳児

健診、２歳児相談の実施

妊産婦訪問ー妊婦に対し不安の解消、健康保持増進のた

め保健指導を行う

乳幼児訪問ー児が健やかに成長できる環境整備を行う

新生児～乳児のいる家庭を訪問し、子育ての孤立化を防

ぐために、不安や悩みを聞き、子育て支援関する必要な情

報提供を行なうとともに、支援が必要な家庭に対しては適

切なサービス提供に結びつける。


